
   Shim
ada

102015-4　

市
の
予
算

平
成
27
年
度

　

市
議
会
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

当
初
予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
予
算
の
総

額
は
、
７
５
１
億
８
０
９
７
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
33
億
５
３
２
６
万
円
、
4.3
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

健
全
な
財
政
運
営
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、「
新

市
誕
生
10
周
年
」「
地
方
創
生
元
年
」
の
節
目
の
１

年
と
し
て
、
市
の
発
展
や
喫
緊
の
課
題
へ
的
確
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
を
進
め
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
島
田

を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
き
ま
す
。

問
財
政
課 

☎
３
６-

７
１
２
３

ふ
る
さ
と
島
田
を

　
　
も
っ
と
良
く
し
た
い

市
長
施
政
方
針

【
新
市
誕
生
か
ら
10
年
の
節
目
】

　

本
年
５
月
５
日
、
島
田
市
は
、

誕
生
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る
機
会
と
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
を
尊
ぶ

気
持
ち
を
心
に
抱
き
、
さ
ら
な
る

島
田
市
の
飛
躍
を
目
指
し
、
力
強

く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
き
ま
す
。

【
地
方
創
生
始
ま
る
】

　
「
地
方
創
生
」
の
名
の
下
、
国

の
政
策
方
針
は
地
域
特
性
の
尊
重

へ
と
転
換
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
で
心

豊
か
な
生
活
を
将
来
に
わ
た
っ
て

確
保
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
先
人
に
対
し
て
抱
く

思
い
と
同
じ
よ
う
に
、
20
年
後
、

30
年
後
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々 染谷絹代 島田市長
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1
地
域
に
あ
る
資
源

を
生
か
す

2
豊
か
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る

3
地
域
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る

　

豊
富
な
水
資
源
、
温
暖
な

気
候
、
新
東
名
高
速
道
路
や

富
士
山
静
岡
空
港
と
い
っ
た

優
れ
た
高
速
輸
送
機
能
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
、
６
次
産
業

に
代
表
さ
れ
る
先
端
的
新
産

業
の
立
地
を
促
し
ま
す
。

　

既
存
の
観
光
資
源
に
新
し

い
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
加

え
た
観
光
プ
ラ
ン
の
開
発
な

ど
、
新
た
な
魅
力
を
創
出
し

て
「
選
ば
れ
る
ま
ち
へ
」
と

進
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
で
の
つ
な
が
り
や
地

域
が
持
つ
温
か
み
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
「
地
域
お
せ
っ
か

い
人
養
成
事
業
」「
居
場
所
づ

く
り
事
業
」
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
「
島
田
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
応
じ
た

子
育
て
支
援
を
展
開
す
る
ほ

か
、
男
性
の
育
児
や
家
事
へ

の
参
加
を
促
す
支
援
制
度
を

新
た
に
創
設
し
て
い
き
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
に
お
け
る
広

域
避
難
計
画
の
策
定
な
ど
、

さ
ら
な
る
体
制
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の

役
割
を
集
中
的
に
高
め
る
内

部
連
絡
組
織
の
構
築
や
、
地

域
の
特
性
に
あ
っ
た
地
区
防

災
計
画
を
策
定
し
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
意
識
の
醸
成
と

地
域
防
災
力
の
強
化
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

が
敬
意
を
抱
く
よ
う
、ま
さ
に
「
ふ

る
さ
と
島
田
を
良
く
し
た
い
」
と

い
う
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
今
こ

そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【
地
域
力
の
強
化
】

　

本
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
「
地

域
力
の
強
化
」
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
３
つ
の
取
り

組
み
「
地
域
に
あ
る
資
源
を
生
か

す
」「
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
」

「
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」

を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
常
に
全
力
で
市
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
を
始
め
と
し
て
、

こ
の
ま
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
に

赴
き
、
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重

ね
る
中
で
、
多
く
の
方
々
の
「
島

田
を
も
っ
と
良
い
ま
ち
に
し
た

い
」「
島
田
の
た
め
に
、
自
分
た

ち
も
行
動
し
た
い
」
と
い
う
強
い

思
い
に
触
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る

た
め
、
時
に
は
市
民
の
皆
様
と
歩

調
を
合
わ
せ
、
時
に
は
、
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
先
頭
に
立
っ
て
歩

ん
で
い
く
こ
と
を
、
改
め
て
心
に

強
く
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
力
の
強
化
に
向
け
た
３
つ
の
取
り
組
み

島田髷娘体験ツアー

おせっかい人養成講座

総合防災訓練

平成 27 年度
市の予算
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4 だれもが健やかで
幸せに暮らせる健康・福祉のまち

○児童手当扶助費　
○生活保護扶助費　
○定期予防接種事業　
○こども館運営事業　
◎認知症高齢者徘徊対策事業

1 都市基盤が充実し、ひとやもの、
情報が活発に交流するまち

○東町御請線整備事業
○コミュニティバス運行管理経費
○橋りょう長寿命化・耐震事業
○社会保障・税番号制度システム整備費
◎向島公園整備事業

2 市民が安全・安心に暮らせるまち

◎通信機器更新事業（同報無線親局のデジタル化）

○道路維持修繕事業
○木造住宅耐震補強助成事業
○初倉分遣所耐震補強事業

3 産業がいきいきと活発なまち

○企業立地促進事業費補助金
○強い農業づくり交付金等事業
○観光施設整備経費（千葉山周辺ほか）
◎機構集積協力金事業（農地中間管理機構へ農地を貸

し付けた地域および個人に対する協力金）

平成27年度 主要事業
　平成 27 年度当初予算に計上した主要事業について、島田市総合計画で取り
組む７つのテーマに分けて紹介します（◎は、平成 27 年度新規事業）。また、
地方創生予算で取り組む事業についても紹介します。

5 億 8,900 万円
2 億 4,960 万円
2 億 4,210 万円

5,420 万円
300 万円

6,611 万円
3,954 万円
3,800 万円
2,950 万円

16 億 2,972 万円
4 億 8,547 万円
3 億 1,912 万円

3,083 万円
30 万円

3 億 396 万円
1 億 7,803 万円

2,630 万円

259 万円

横井中央線葉ネギ栽培

歯のフェスティバル 起震車体験
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■ 地方創生予算
（平成 27 年 2 月補正予算）

　国が制定した「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、
市では「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金」
を活用した平成 27 年 2 月補正予算を計上。地方創生に
向けた先行事業を実施していきます。

【補正予算額】　
①地方版総合戦略策定事業　
②移住・定住促進事業　
③結婚支援事業　
④子育て応援つながる環境づくり事業　
⑤企業内子育て環境アップ事業　
⑥販路開拓支援事業　
⑦ようこそしまだへ WELCOME 事業　
⑧観光特産品開発支援事業　
⑨プレミアム金券事業　
※ 事業の詳細は、今後の広報紙などでお知らせします。

6 人を育て、歴史を大切に
新しい文化を創造するまち

○川根小学校改築事業
○学校給食運営経費
◎初倉小学校校舎耐震化事業
◎島田球場改修事業
○川越遺跡整備事業

5 自然と共生する資源循環型のまち

○ガス化溶融施設管理運営経費　
○ごみ減量事業　リサイクル事業　
○合併処理浄化槽設置事業　
○太陽エネルギー利用促進事業　
○川根温泉メタンガス利活用事業　

7 市民と行政がともに創る、
活力に満ちたまち～まちづくりの進め方～

◎過疎地域自立促進基金新規積立金
◎シティプロモーション推進事業
○自治基本条例制定事業
○百人会議運営経費
◎空き家情報登録制度（空き家バンク）事業

地方創生＋7つのテーマ

9 億 762 万円
6 億 2,111 万円
2 億 2,925 万円

9,441 万円
4,997 万円

6 億 4,967 万円
1,000 万円

655 万円
400 万円

1,000 万円
250 万円
600 万円

2,200 万円
500 万円

5 億 8,322 万円

8 億 5,312 万円
2 億 1,120 万円
1 億 3,806 万円

2,000 万円
161 万円

3,700 万円
395 万円
280 万円
232 万円
215 万円

活力創生 自然文化 産業健康 安心 交流

浄化センター屋上の太陽光パネルファシリテーター養成講座

川越遺跡川会所

平成 27 年度
市の予算
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会計名 予算額 前年度
対比

Ⅰ 一般会計 368 億 0,000 万円 △ 1.1％

Ⅱ 特別会計 221 億 1,291 万円 0.7％

　国民健康保険事業 112 億 2,455 万円 4.4％

　簡易水道事業 2 億 1,999 万円 △ 1.7％

　土地取得事業 6 億  470 万円 6.8％

　休日急患診療事業 1,474 万円 △ 0.2％

　公共下水道事業 10 億 6,999 万円 14.9％

　介護保険事業 78 億 8,225 万円 △ 5.4％

　介護サービス事業 5,336 万円 △ 10.3％

　後期高齢者
　医療事業 10 億 4,333 万円 △ 3.6％

Ⅲ 企業会計 162 億 6,806 万円 △ 16.0％

　水道事業 17 億 2,712 万円 △ 3.2％

　病院事業 145 億 4,094 万円 △ 17.3％

合計 751 億 8,097 万円 △ 4.3％

　

島
田
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、

産
業
経
済
、
教
育
な
ど
市
の
全
般
的
な

事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
保
険
料
な
ど
特
定
の

収
入
で
事
業
を
行
う
会
計
で
、
事
業
の

収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計

と
経
理
を
区
分
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
８
つ
の
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
事
業
収
入
に
よ
り
公

共
の
利
益
を
目
的
に
経
営
す
る
事
業
の

会
計
で
、
現
在
、
水
道
事
業
と
病
院
事

業
に
企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
の
割
合
が
初
め
て
３
割
を
超
え

た
民
生
費
は
、
社
会
保
障
経
費
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
度
比
２
億
４
４
０
６
万

円
（
2.2
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
木
費
は
、
東
町
御
請
線
整
備

事
業
（
５
億
８
９
０
０
万
円
）
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
２
億
６
５
２
万
円

（
5.7
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
教
育
費
は
、
中
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
比
６
億
９
３
４
８
万
円
（
12
・

５
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 36,800,000,000 円

■ 市民 1人当たりの歳出予算は

およそ36 万 5,061円です

会計別予算額

市
の
会
計
の
構
成

一
般
会
計
当
初
予
算

歳出の内訳（構成比：％）

民生費：約 11 万 1,534 円
公債費：約　4 万 8,240 円
教育費：約　4 万 8,130 円
衛生費：約　4 万　777 円
土木費：約　3 万 8,078 円
総務費：約　3 万 5,238 円
その他：約　4 万 3,064 円

※平成 27 年 2 月 28 日現在の人口 100,805 人で算出。

民生費
112 億 4,315 万円

（30.6％）

公債費
48 億 6,281 万円

（13.2％）

教育費
48 億 5,173 万円

（13.2％）

衛生費
41 億 1,056 万円

（11.2％）

土木費
38 億 3,842 万円

（10.4％）

総務費
35 億 5,215 万円

（9.7％）

その他（農林業費、
商工費、消防費など）
43 億 4,118 万円（11.7％）

歳出
368億円

前年度比　4 億 1,100 万円（1.1％）の減
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区分
残高見込額（単位：万円）

増減率
平成 26 年度末 平成 27 年度末

一般会計 434 億 4,837 425 億 1,113 △ 2.2％

国民健康
保険事業 1 億 2,000 8,000 △ 33.3％

簡易水道
事業 2 億 5,739 2 億 5,327 △ 1.6％

公共下水
道事業 42 億 3,859 41 億 6,243 △ 1.8％

水道事業 14 億 9,470 15 億 194 0.5％

病院事業 21 億 1,508 21 億 5,128 1.7％

合計 516 億 7,413 506 億 6,005 △ 2.0％

性質 区分 構成比率

消費的経費 65.0％

人件費 18.3％

扶助費 17.7％

物件費 17.3％

補助費等 11.0％

維持補修費 0.7％

投資的経費 13.0％
普通建設事業費 12.9％

災害復旧事業費 0.1％

その他の経費 21.9％

公債費 13.2％

繰出金 7.1％

投資及び出資金等 1.6％

予備費 0.1％ 0.1％

【
歳
出
の
部
（
目
的
別
分
類
）】

民
生
費
／
児
童
、高
齢
者
、障
害
者
福
祉

な
ど

公
債
費
／
市
債
の
返
済
金
と
利
子
の
支

払
い

教
育
費
／
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど

衛
生
費
／
保
健
活
動
や
ご
み
処
理
な
ど

土
木
費
／
道
路
、河
川
、公
園
、市
営
住

宅
の
整
備
な
ど

総
務
費
／
電
算
シ
ス
テ
ム
や
戸
籍
・
住

民
登
録
、
庁
舎
の
維
持
管
理
な
ど

【
歳
出
の
部
（
性
質
別
分
類
）】

扶
助
費
／
生
活
扶
助
、教
育
扶
助
な
ど

物
件
費
／
施
設
の
保
守
管
理
お
よ
び
一

般
事
務

普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
の
新
設
、
改

良
や
施
設
の
新
増
築
な
ど

繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
、企

業
会
計
へ
の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

【
歳
入
の
部
】

市
税
／
市
民
税
な
ど
市
に
納
め
ら
れ
た

税
金

繰
入
金
／
基
金
の
取
り
崩
し
や
他
会
計

か
ら
入
れ
る
お
金

分
担
金
・
負
担
金
／
保
育
所
入
園
者
の

負
担
金
な
ど

地
方
交
付
税
／
市
町
村
の
実
状
に
合
わ

せ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

国
庫（
県
）支
出
金
／
国（
県
）か
ら
の
補

助
金
、
負
担
金
な
ど

市
債
／
市
が
借
り
入
れ
る
お
金

　
用
語
の
解
説

【
歳
入
】

　

自
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
税
が
前

年
度
比
３
億
３
４
１
１
万
円
の
減
額
の

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
地
方
消
費
税

交
付
金
が
前
年
度
比
２
億
７
８
０
０
万

円
の
増
額
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
比
率
は
、
前
年
度
か
ら
0.5
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
、
50
・
６
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支

出
金
を
前
年
度
比
３
億
５
７
７
９
万

円
の
増
額
、
県
支
出
金
を
前
年
度
比

２
億
１
２
２
０
万
円
の
増
額
と
見
込
み

ま
し
た
。
一
方
、
市
債
は
可
能
な
限
り

抑
制
し
、
前
年
度
比
12
億
５
５
３
０
万

円
（
27
・
４
％
）
の
減
と
し
ま
し
た
。

歳出の性質別構成比率

市債年度末残見込額 歳入の内訳（構成比：％）

平成 27 年度

平成 27 年度
市の予算

市税
137 億 4,371 万円

（37.4％）

その他（繰入金、
分担金・負担金、
繰越金など）
48 億 6,177 万 円

（13.2％）

歳入
368億円

地方交付税
55 億 5,000 万円

（15.1％）

国庫支出金
45 億 1,881 万円

（12.3％）

市債
33 億 2,970 万円

（9.0％）
県支出金
27 億 7,691 万円

（7.5％）

その他（地方消費税交付金など）
20 億 1,910 万円（5.5％）

自依

主存

源源

財財

自主財源 186 億 548 万円（50.6％）
依存財源 181 億 9,452 万円（49.4％）

一般会計
当初予算 


